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得
る
に
よ
り
述
べ
ん
。
四
十
六
歳
、
男
子
、
初
診
、
昭
和
六
年
九
月
十

六
日
、
既
往
症
と
し
て
＋
五
年
前
に
花
柳
病
を
患
ふ
。
主
訴
一
ケ
月
以

來
単
眼
覗
力
障
碍
、
紳
経
系
統
に
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
な
し
。
現
症
と

し
て
は
爾
鼻
側
牛
盲
あ
り
、
爾
瞳
孔
反
慮
あ
り
、
視
棘
経
乳
頭
に
萎
縮

像
を
見
、
血
液
及
び
騎
脊
髄
液
◎
ワ
氏
反
撃
は
強
陽
性
な
P
。
駆
徽
療

法
を
行
ひ
し
も
一
ケ
年
後
に
全
く
失
明
す
。

　
　
（
中
央
眼
科
懸
隔
第
二
十
五
巷
第
五
號
）

（
＝
）
、
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
一
眼
症
欺
に
就
て

　
　
　
高
橋
重
勝
　
（
岡
山
三
三
大
學
眼
科
教
室
）

（
原
田
抄
）

　
一
、
っ
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
患
者
に
て
眼
症
を
現
す
は
性
的
に
は
女
子
は
男

子
の
二
倍
に
當
P
，
年
齢
的
に
は
三
十
歳
乃
至
四
十
歳
の
聞
に
於
て
最

も
多
き
を
示
す
。

　
二
、
諸
症
例
の
直
系
奪
族
に
酒
客
を
有
す
る
こ
と
多
く
、
酒
毒
が
本

症
磯
生
の
一
素
因
を
構
成
し
、
母
膿
の
不
健
康
殊
に
妊
娠
．
出
産
時
に

於
け
る
嚢
弱
批
に
疾
患
は
こ
れ
を
助
長
し
，
患
者
既
往
の
全
身
的
疾
患

と
精
神
的
攣
動
と
は
共
に
本
症
素
生
の
誘
因
を
な
す
も
の
と
考
ふ
。

　
三
，
器
質
的
攣
化
な
く
し
て
眼
症
を
誰
明
す
る
場
合
多
し
。

　
四
、
覗
野
は
一
般
に
求
心
性
狭
窄
を
蒙
り
色
覗
野
の
大
さ
は
健
常
眼

に
於
け
る
と
異
り
大
な
る
も
の
よ
り
凡
て
白
、
赤
、
青
の
順
位
に
あ
り
。

　
　
　
抄
　
　
　
　
録

　
五
、
光
神
も
障
碍
せ
ら
れ
殊
に
曙
雪
濁
機
能
を
計
測
す
る
に
曙
調
鷹

開
始
後
よ
り
光
神
悪
し
く
，
経
過
申
感
光
度
の
攣
動
著
し
，
省
一
般
健

常
眼
に
見
る
を
得
ざ
る
光
輝
過
敏
症
を
現
す
事
あ
り
。

　
六
，
色
畳
は
一
般
に
鈍
麻
を
來
す
、
元
色
に
封
ず
る
意
，
制
断
力
の

減
退
に
よ
る
な
ら
ん
。

　
七
、
調
節
痙
攣
と
豊
平
播
搦
症
の
現
れ
る
折
は
そ
の
蛮
作
時
に
眼
歴

上
昇
を
誰
明
す
。
し
か
し
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
性
患
者
に
於
け
る
眼
腿
は
肉

髄
的
、
精
紳
的
影
響
に
支
配
さ
る
る
こ
と
大
な
り
。

　
八
、
本
治
療
法
は
暗
示
療
法
を
試
む
る
こ
と
に
よ
り
有
効
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
抄
）

　
　
（
中
央
眼
科
警
報
第
二
＋
五
二
第
五
號
）

（
輯
）
、
赤
色
光
線
を
以
て
種
々
な
る
網
膜
部
位
に
於
け

る
旧
臣
慮
機
能
計
灘

　
　
　
田
代
保
光
　
（
大
阪
帝
大
）

　
一
、
赤
色
光
線
を
以
て
せ
る
曙
署
長
機
能
は
中
心
部
位
の
感
光
度
最

も
佳
良
に
し
て
中
心
部
位
を
遠
ざ
か
る
に
從
ぴ
て
漸
次
減
退
す
。

　
二
、
網
膜
の
同
一
緯
度
に
於
て
は
大
膿
同
一
な
る
赤
色
光
線
に
封
ず

る
感
光
度
を
有
す
。

　
三
．
網
膜
翠
蓋
部
位
の
光
紳
は
暗
調
鷹
初
期
よ
り
十
五
分
迄
急
激
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
雀
　
　
二
五
三
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抄
　
　
　
　
録

増
進
し
、
其
二
十
五
分
ま
で
緩
慢
に
檜
進
す
。

　
四
、
網
膜
周
邊
部
位
の
光
神
は
膳
H
一
三
初
期
よ
り
五
分
乃
至
十
分
ま

で
塘
進
し
，
其
以
後
は
梢
々
光
紳
減
退
す
。
之
は
各
水
亭
及
び
垂
直
子

午
線
上
に
締
て
同
一
な
る
關
係
に
あ
り
。
　
　
　
　
　
（
安
岡
抄
）

　
　
（
中
央
眼
科
屠
報
第
二
十
五
巻
第
五
號
）

二
、
鐵
片
外
傷
に
て
鐵
片
の
眼
内
に
残
留
せ
る
眼
の
晴

調
鷹
機
能
計
測
（
表
四
、
圖
五
）

　
　
田
代
保
光
　
（
大
阪
帝
大
）

　
著
者
は
實
験
装
置
と
し
て
、
明
調
要
望
と
ナ
ー
ゲ
ル
の
暗
調
慮
器
と

を
用
ひ
た
り
、
固
事
鮎
は
曙
調
鷹
器
の
上
下
左
右
に
息
角
に
相
當
し
た

る
目
盛
を
施
し
た
る
場
所
に
お
け
り
。

　
第
一
實
験
は
被
検
眼
を
明
調
量
器
に
向
ひ
て
五
分
五
明
調
鷹
を
な
さ

し
め
、
直
ち
に
絶
群
暗
室
と
な
し
一
連
覇
後
に
光
影
を
計
測
す
。
本
實

験
は
水
雫
子
午
線
上
に
於
て
の
み
行
へ
り
。

　
第
二
引
書
は
左
眼
の
中
心
部
位
、
固
覗
黙
よ
り
鼻
側
へ
三
〇
度
の
部

位
及
び
右
眼
の
中
心
部
位
に
於
て
行
へ
り
。
結
論
と
し
て

　
一
、
本
患
者
に
於
て
鐵
片
雷
脳
入
部
位
の
光
　
岬
は
健
常
眼
の
同
一
部
位

の
光
神
の
1
一
6
5
に
減
退
す
。

　
二
、
該
部
位
の
光
顕
の
み
な
ら
す
疾
患
眼
の
各
部
位
の
光
榊
も
著
し

第
三
巻
　
二
五
四

く
減
退
せ
り
。

　
三
、
本
例
で
は
圓
錐
艦
曙
調
鷹
機
能
よ
り
圓
桂
艦
暗
調
鷹
機
能
甚
だ

し
く
障
碍
さ
れ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
岡
抄
）

　
　
（
中
央
眼
科
醤
報
時
二
十
五
巷
第
五
號
）

牛
眼
に
於
け
る
デ
ツ
謡
扇
氏
膜
断
裂
の
成
立
時
期
に

被
す
る
胴
考
察

　
　
弓
削
経
一
　
（
京
都
府
立
讐
大
）

　
デ
ツ
セ
メ
氏
膜
断
裂
は
牛
眼
、
圓
錐
角
膜
、
外
傷
殊
に
分
娩
外
傷
の

場
合
に
観
察
さ
る
る
も
の
な
り
。
　
一
般
に
デ
ツ
セ
メ
氏
膜
断
裂
に
ぱ
或

断
裂
症
欣
を
俘
ふ
も
の
な
り
。
故
に
其
症
状
の
獲
現
を
以
て
牛
限
に
於

け
る
ヂ
脳
膜
噺
裂
の
成
立
時
期
と
な
し
得
べ
し
。
詞
ア
氏
膜
断
裂
は
房
水

の
侵
入
、
實
質
の
膨
脹
よ
り
な
る
べ
き
湖
濁
を
件
っ
て
起
り
、
内
皮
の
修

復
現
象
の
完
成
と
共
に
斯
る
角
膜
漏
濁
は
沿
失
し
、
明
瞭
な
る
噺
裂
の

所
見
を
示
す
と
す
べ
き
な
ね
・
。
重
症
朕
は
牛
眼
と
成
立
を
同
じ
く
す
る

か
、
其
経
過
中
に
起
り
得
べ
し
。
　
エ
ル
シ
ュ
ニ
ツ
ヒ
は
牛
眼
に
於
け
る

デ
氏
膜
断
裂
の
成
立
時
期
は
分
娩
以
前
又
は
分
娩
直
後
な
り
と
す
る

も
、
果
し
て
牛
眼
に
於
け
る
デ
氏
膜
断
裂
が
総
て
斯
る
早
期
に
成
立
す

る
も
の
な
る
や
疑
聞
に
し
て
、
又
牛
眼
に
側
て
高
眼
歴
の
存
し
、
眼
膜

伸
展
を
考
へ
ら
れ
る
べ
き
後
期
に
於
て
も
新
し
く
成
立
す
る
可
能
性
あ


